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研究成果の概要（和文）：４年間の研究活動を通じて、就業者の日常行動としての仕事の拠点構成やそれに伴う
「移動」が創造性に与える重要な影響について示唆を得た。自宅やカフェなど様々な場所で働く就業者は、創造
性だけでなくウェルビーイング、仕事のエンゲージメントも高い傾向にあった。また、本研究は、そのような
人々の日常行動がいかに「概念」による予測で成立しているか、その概念がどのように変化するかを考察した。
さらに、能動的推論フレームワークを用い、日常行動と深く関係しているウェルビーイングを説明する仮説を提
案した。これらの研究過程で、機械学習を用いた研究アプローチの適用方法も整理することができた。

研究成果の概要（英文）：Over the course of four years of research activities, we have gained 
insights into the significant impact that the composition of work locations and the accompanying "
movement" as part of employees' daily routines have on creativity. Employees who work in various 
locations, such as at home or in cafes, tend to exhibit not only higher creativity but also 
increased well-being and work engagement. Furthermore, our research examined how such daily routines
 or behavioral patterns are established through "concepts" and how these concepts evolve over time. 
Additionally, we proposed several hypotheses explaining well-being, which is deeply rooted in daily 
routines from the perspective of an active inference framework. Throughout these studies, we were 
also able to organize the application methods of research approaches utilizing machine learning.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
COVID-19により、社会における新しい日常行動として、自宅や職場、カフェなどでの多拠点勤務が台頭した。新
しい日常行動としての多拠点勤務が、創造性やウェルビーイングという持続可能な繁栄に不可欠な就労者のパフ
ォーマンスにどのような影響を与えるかを理解し、働き方や職場環境の整備、ルール作りに役立てることができ
る。
また、その日常行動そのものを説明しうる原理を数理モデルによって、これまで得た異なる発見を単一のモデル
で統合的に説明することができるとともに、数理モデルでシミュレーションすることで事前の介入方法の反実仮
想効果を検討できるようになる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
当初の本研究の背景には 2 つの学術的課題があった。(1) 組織メンバー（就業者）のネットワ
ーク研究、創造性研究において「日常行動」の解明が不十分な点である。組織内で無意識的かつ
潜在化しやすい日常行動（例：ミーティングや雑談）も重要であることが指摘されていた。特に、
情報獲得や情報再考、社会的相互作用に関わるミーティングや移動は組織メンバーが多くの時
間を投じる行動であり、これら日常行動に着目することで新たな組織現象やパターンを理論化
する可能性があった。(2) 創造性研究やネットワーク研究における「行動の順序や組み合わせ」
の解明が不十分な点である。行動順序が異なることで創造的成果に影響を与える可能性がある
ことが指摘されていた。 
 
２．研究の目的 
COVID-19により、社会における新しい日常行動として、自宅や職場、カフェなどでの多拠点
勤務が台頭した。他方で、当初着目していた社内ミーティングについては、データの取得が困難
な状況となった。そこで、本計画は、日常行動の中でも、「多拠点勤務」に焦点を当て、就労者
の創造性との関係に着目した。そこで、本計画は大きく分けて次の２つの目的をもつ。 
①１つ目は、就労者の働く場所の数とそのパフォーマンス（創造性、エンゲージメント、およ
びウェルビーイング）との関係を明らかにすることである。 
②２つ目は、就労者のこのような日常行動を説明するための原理について探求することである。 

 
３．研究の方法 
上記の２つの目的に対応して研究方法は異なる。①まず、多拠点勤務と就労者のパフォーマン
スについては、野村不動産株式会社の協力を得て、首都圏在住の就労者に対し、サーベイ調査を
行った。ただし、多拠点勤務と創造性の関係は、内生的な関係となりうる。創造的な人が多くの
場所で働く、あるいは、仕事の自律性が高いからこそ多拠点勤務になっており、創造性も高いと
いった未観測の要因による疑似相関が生じる可能性である。そこで、本研究はこれらの問題に対
処するため、多拠点勤務を説明するモデルを機械学習によって推定し、そのプロペンシティスコ
アから逆確率重み付けを伴う回帰分析を行った。 
②もう一つの研究目的である日常行動を説明するための原理の探求については、「概念」および、
「能動的推論 active inference」モデルに着目した。概念とは、対象を正確かつ単純に表現し
たモデルであり、そのモデルを使って認知、行動、学習を行うため、人々の日常行動に密接に関
わっている。能動的推論とは、生物は、埋め込まれた環境の中で、期待自由エネルギーを最小化
すべく行動、変分自由エネルギーを最小化すべく対象を知覚するという仮定をもったモデルで
ある。これらの観点から、人々の日常行動を左右を説明するモデルあるいはフレームワークを構
築、実験方法を探求した。 
 
４．研究成果 
主な研究成果は４つある。それぞれ説明する。 
(1)１つ目の研究成果は、日常活動としての就労者の働く場所の数と、就労者のパフォーマンス
として創造性、エンゲージメント、およびウェルビーイングとの関係について示唆を得たことで
ある。本研究は現在、査読付国際学会誌に投稿中である。 
本研究では、首都圏在住の就労者 2,603 件のアンケート回答を対象に、機械学習によって推定
したプロペンシティスコアの逆重み付けを伴う回帰分析を行った。その結果、複数地点で働くこ
とは創造性、エンゲージメント、およびウェルビーイングのすべてに正の関連があることが示さ
れ、特に創造性において顕著であった。また、場所の特徴として、非業務動率で特徴づけした場
所の特徴の違いが、複数地点で働くことと創造性との関係を部分的に媒介しており、非業務活動
率が複数地点で働くことと就労者のウェルビーイングとの関係を部分的に媒介している結果が
得られた。つまり、特徴の異なる場所を使い分けることは創造性と関係し、非業務活動が行いや
すい場所はウェルビーイングと関係していた。これらから、本研究は、持続可能な繁栄に不可欠
な就労者のパフォーマンスと多拠点で働くこととの関連についての洞察を提示するとともに、
複数拠点勤務がパフォーマンスに与える影響のメカニズムとして複数の経路があることを提示
した。 
今後は、アンケートだけでなく、フィールド実験で調査を行うことで、より強固なエビデンス
を得ること、また、就労者のより詳細な行動を GPS や仕事のファイルの編集データなどを扱うこ
とで、より詳細なメカニズムを探索することが期待される。 
 
(2) ２つ目の成果は、自身の研究に対して機械学習を研究に応用させるにあたり、既存の社会科
学での機械学習の応用方法について整理した研究である。本研究は、招待論文として『組織科学』
に掲載されている。 
具体的には「現実の説明」を目的とした研究と、「現実の制御」を目的とした研究に分けて既存



研究を整理するとともに、その応用における課題を整理した。ここで、現実の説明を目的とした
研究とは、被説明変数を特定の変数で説明するように、研究者が研究対象（現象）を説明するこ
とを主要な目的とした研究である。現実の制御を目的とした研究とは、研究者が調査対象に介入
し、何らかの望ましい状態に誘導することを目的とした研究である。「現実の説明」を目的とし
た研究群については、測定、予測、因果推論の３つの活用方法について議論した。他方、「現実
の制御」を目的とした研究群については、最適化と拡張という２つの活用方法について議論した。 
今後は、生成 AI に台頭により、現実の制御を目的とした研究群のさらなる拡大が望めるため、
これらの研究群についてのより詳細な整理が望まれる。 
 
(3) ３つ目の研究成果は、概念とイノベーションに関わる論考を行い、フレームワークを提示し
た点である。本論考は招待論文として『DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー』に掲載され
た。 
イノベーションは、社会に新しい価値を提供する製品、サービス、技術、ビジネスモデルを指
す場合が多いが、ときにイノベーションは人々がもつ概念をシフトさせることがある。概念がシ
フトすることで、人々が製品やサービスに対する価値そのものの感じ方が変化しうる。本論考で
は、人や社会がもつ特定の対象に対する概念をシフトさせるイノベーションについて、「現象」
と「概念」の視点から整理した「発見型」「具現化型」「創造型」という 3つの類型を提示した。 
今後、人々の概念を変化させるメカニズムについて研究を行っていくことが期待される。とり
わけ、成果（2）の能動的推論モデルは、概念の変化と密接に関わっているため、このモデルを
取り入れた研究計画の考案を検討したい。 
 
(4) 最後の研究成果は、主観的ウェルビーイングの数理モデルを構築するため、能動的推論モデ
ル（active inference model）の観点からその理論的フレームワークを提案したことである。本
研究は、査読付国際学会誌 International Journal of Wellbeing に掲載されている。 
本研究は、数理モデル構築に向けて、ウェルビーイングの向上（低下）は期待自由エネルギー
の低下（向上）と定義し、数理モデルを構成するパラメータを６つ仮定した。それは、①事前信
念の精度、②環境変動の見積もり、③選好の精度、④期待自由エネルギーの精度に関する事前信
念の自信、⑤計画の展望性、⑥状態空間の粒度である。この数理モデルを構成するパラメータと
ウェルビーイングとの関係についての仮説を提示した。ウェルビーイング向上に関係するパラ
メータの組み合わせは複数ありうるため、文化圏（外部環境の特性など）によって好まれる感情
が異なるなど、既存研究の異なる発見を統合的に説明できる可能性について議論した。 

 

 
出典：一橋大学ソーシャル・データサイエンス研究科ウェブサイトより転載。図は Smith et al 
(2022)をもとに著者が作成したもの。https://www.sds.hit-u.ac.jp/202/ 
 
今後は、本研究が提示した仮説の検証に向け、実際に実験を実行することで、これまで得た異
なる発見を単一のモデルで統合的に説明するとともに、原理からウェルビーイングに関する全
く新しい予測や介入方法を提示すること、数理モデルでシミュレーションすることで事前のそ
の介入方法の反実仮想効果を検証する研究を展開していきたい。 
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